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今
夏
の
電
力
需
給
見
通
し
の
詳
細
及
び
根
拠
に
関
す
る
質
問
主
意
書

全
国
の
原
子
力
発
電
所
が
順
次
定
期
点
検
入
り
す
る
一
方
で
、
早
期
再
稼
働
が
困
難
と
な
る
中
で
、
今
夏
の
電
力
需
給
が

ひ
っ
迫
し
て
い
る
と
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
ま
ま
原
発
の
再
稼
働
が
進
ま
な
け
れ
ば
、
今
冬
、
さ
ら
に
は
来
夏
の
電

力
供
給
が
不
足
す
る
と
の
見
通
し
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
枝
野
官
房
長
官
ら
が
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
電
力

需
給
の
た
め
に
安
全
性
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
れ
以
前
に
、
政
府
及
び
各
電
力
会
社
の
電
力
需
給
に
係
る
情

報
開
示
は
未
だ
不
十
分
で
あ
り
、
検
証
可
能
な
基
礎
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
。
十
分
な
説
明
が
な
い
ま
ま
に
数
字
だ
け
が

一
人
歩
き
す
れ
ば
、
必
要
以
上
に
危
機
感
が
煽
ら
れ
か
ね
ず
、
過
度
の
節
電
等
の
弊
害
を
も
た
ら
す
懸
念
が
あ
る
。
ま
た
、
原

発
の
再
稼
働
を
進
め
た
い
が
故
に
、
需
要
の
過
大
想
定
と
供
給
力
の
過
少
見
積
り
に
基
づ
く
見
通
し
を
提
示
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
の
疑
念
を
払
拭
す
る
説
明
も
得
ら
れ
て
い
な
い
。

今
必
要
な
こ
と
は
、
電
力
需
給
に
係
る
情
報
を
全
面
的
に
開
示
し
、
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
幅
広
く
議
論
を
し
、
有
効

な
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
こ
そ
、
節
電
に
対
す
る
広
範
な
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、

必
要
以
上
の
エ
ア
コ
ン
使
用
回
避
、
過
度
な
生
産
抑
制
等
の
悪
影
響
も
回
避
で
き
る
。
よ
っ
て
、
以
下
の
通
り
質
問
す
る
。

一

現
在
示
さ
れ
て
い
る
最
大
電
力
想
定
は
、
本
年
三
月
時
点
で
各
電
力
会
社
が
提
出
し
た
供
給
計
画
に
記
載
さ
れ
た
も
の
で

一



は
な
く
、
記
録
的
猛
暑
と
な
っ
た
昨
夏
の
最
大
電
力
（
Ｈ
�
）
又
は
こ
れ
に
基
づ
き
算
出
さ
れ
た
数
字
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
基
本
的
に
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
を
勘
案
し
て
再
計
算
し
た
様
子
も
伺
え
な
い
。
停
電
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
想
定

で
あ
る
と
い
う
説
明
だ
け
で
は
説
得
的
で
な
い
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
最
大
電
力
想
定
の
引
き
上
げ
を
行
っ
た
の
か
、
各
電
力

会
社
毎
に
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
と
と
も
に
説
明
さ
れ
た
い
。

二

今
夏
の
最
大
電
力
想
定
に
は
節
電
の
効
果
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
確
か
に
、
対
策
が
な
い
場
合
の
想
定
を
示
す
こ
と
に

意
味
な
し
と
は
し
な
い
が
、
現
在
の
よ
う
に
最
大
電
力
と
供
給
力
の
み
を
与
え
て
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
強
調
す
る
仕
方
は
脅
迫

的
で
、
不
適
切
で
あ
る
。
工
場
の
操
業
シ
フ
ト
な
ど
大
口
需
要
家
の
節
電
策
に
つ
い
て
は
把
握
で
き
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、

構
造
的
節
電
効
果
と
も
言
え
る
領
域
を
特
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
七
月
二
五
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
で
答

弁
が
あ
っ
た
通
り
、
需
給
調
整
契
約
に
よ
り
削
減
可
能
な
総
量
は
一
千
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
家
庭
を
含
む
小
口
需
要
家
に
つ
い
て
も
、
こ
の
間
の
傾
向
か
ら
一
定
の
予
測
は
可
能
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
よ
っ
て
、
次
の
諸
点
に
つ
き
電
力
会
社
管
内
毎
に
説
明
さ
れ
た
い
。

（
一
）

大
口
需
要
家
に
よ
る
節
電
策
（
四
及
び
九
で
示
す
自
家
用
発
電
設
備
及
び
特
定
規
模
電
気
事
業
者
の
活
用
を
含

む
）
に
よ
っ
て
最
低
限
確
保
さ
れ
て
い
る
最
大
電
力
時
の
需
要
削
減
量

二



（
二
）

需
給
調
整
契
約
に
よ
り
確
保
さ
れ
て
い
る
需
要
削
減
量

（
三
）

家
庭
を
含
む
小
口
需
要
家
に
よ
る
節
電
策
に
よ
っ
て
最
低
限
確
保
さ
れ
て
い
る
と
見
込
ま
れ
る
、
最
大
電
力
時
の

需
要
削
減
量
（
九
に
示
す
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
等
の
寄
与
を
含
む
）

（
四
）

以
上
を
控
除
し
た
場
合
の
、
最
大
電
力
想
定

三

最
大
電
力
時
の
需
要
構
造
（
部
門
別
、
地
域
別
、
大
口
・
小
口
の
別
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
も
の
を
言
う
。
以
下
同
じ
。
）

に
つ
い
て
は
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
東
京
電
力
管
内
に
つ
い
て
行
っ
た
粗
い
推
計
が
示
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
「
家
庭
が
三
割
」
と
い
う
数
字
だ
け
が
一
人
歩
き
し
、
家
庭
に
過
剰
な
節
電
圧
力
が
か
か
っ
て
い
る
。
無
理
な
く

効
果
的
に
節
電
を
行
う
た
め
に
は
客
観
的
デ
ー
タ
が
必
要
で
あ
る
。
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
実
績
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
最

大
電
力
時
の
需
要
構
造
を
示
さ
れ
た
い
。
そ
の
際
、
検
証
可
能
な
よ
う
に
、
根
拠
デ
ー
タ
も
示
さ
れ
た
い
。

四

い
わ
ゆ
る
「
埋
蔵
電
力
」
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
が
、
大
き
な
話
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
政
府
及
び
各
電
力
会
社
は
自
家

用
発
電
設
備
の
現
況
及
び
活
用
可
能
性
に
つ
い
て
十
分
に
説
明
で
き
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
つ
い
て
は
、
以
下
の
諸
点
に

つ
き
、
電
力
会
社
管
内
毎
に
、
か
つ
共
同
火
力
等
卸
供
給
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
と
そ
の
他
の
自
家
用
発
電
設
備
と
を
区

分
し
て
、
デ
ー
タ
を
示
さ
れ
た
い
。

三



（
一
）

自
家
用
発
電
設
備
の
容
量
合
計
、
そ
の
う
ち
稼
働
不
能
な
容
量
（
理
由
毎
に
分
類
し
た
も
の
）

（
二
）

自
家
用
発
電
設
備
の
昨
夏
の
稼
働
率
及
び
今
夏
の
想
定
稼
働
率

（
三
）

電
力
各
社
の
当
初
供
給
計
画
に
お
い
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
自
家
用
発
電
設
備
の
容
量

（
四
）

特
定
規
模
電
気
事
業
者
に
供
給
し
て
い
る
自
家
用
発
電
設
備
の
容
量
（
可
能
で
あ
れ
ば
、
当
初
想
定
と
今
夏
の
追

加
対
策
と
に
区
分
し
て
示
す
こ
と
）

（
五
）

今
夏
に
お
い
て
追
加
的
に
供
給
力
に
算
入
す
る
自
家
用
発
電
設
備
の
容
量

（
六
）

事
業
者
等
が
自
家
用
発
電
設
備
の
稼
働
率
を
高
め
て
自
家
消
費
を
増
加
し
、
又
は
特
定
規
模
電
気
事
業
者
か
ら
の

調
達
を
増
加
す
る
こ
と
等
に
よ
り
減
少
す
る
最
大
電
力
時
の
電
力
会
社
に
対
す
る
需
要
量

五

各
電
力
会
社
は
長
期
計
画
停
止
火
力
を
抱
え
て
い
る
が
、
現
時
点
で
今
夏
稼
働
す
る
の
は
東
京
電
力
横
須
賀
火
力
の
一
部

の
み
で
あ
る
。
残
り
の
火
力
に
つ
い
て
は
、
早
期
起
動
が
困
難
で
あ
り
、
「
二
〜
三
年
か
か
る
」
な
ど
と
説
明
さ
れ
、
具
体

的
な
見
通
し
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
で
、
起
動
に
は
そ
こ
ま
で
の
時
間
を
要
し
な
い
と
の
指
摘
も
あ
る
。
こ
の
間
、
被

災
し
又
は
故
障
し
た
火
力
が
押
し
並
べ
て
当
初
の
説
明
よ
り
早
く
復
旧
し
て
い
る
と
い
う
事
実
も
あ
る
。
つ
い
て
は
、
長
期

計
画
停
止
火
力
の
各
号
機
毎
に
、
起
動
の
具
体
的
見
通
し
と
そ
の
技
術
的
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

四



六

火
力
発
電
設
備
に
つ
い
て
は
、
大
気
温
上
昇
に
よ
る
出
力
減
少
が
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
十
分
に
根
拠
が
示
さ
れ

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
よ
っ
て
、
設
備
毎
に
減
少
幅
、
及
び
実
績
値
等
の
根
拠
デ
ー
タ
を
示
さ
れ
た
い
。

七

揚
水
発
電
所
に
つ
い
て
は
、
概
ね
設
備
容
量
未
満
の
数
字
で
供
給
力
に
算
入
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
を
説
明
す
る
と

と
も
に
、
夏
期
の
出
力
実
績
値
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
実
績
値
に
基
づ
く
保
守
的
想
定
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
過
度

の
保
守
性
を
排
除
し
、
今
夏
の
気
候
や
水
量
等
の
傾
向
か
ら
再
評
価
し
て
、
現
実
的
な
想
定
幅
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
そ
の
よ
う
に
し
て
再
計
算
し
た
供
給
力
見
通
し
を
示
さ
れ
た
い
。

八

一
般
水
力
発
電
所
に
つ
い
て
も
、
概
ね
設
備
容
量
の
六
割
程
度
の
数
字
で
供
給
力
に
算
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
過
去
三
十
年
の
実
績
の
最
低
位
帯
の
値
を
取
っ
た
等
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
七
で
述
べ
た
こ
と
と
同
様

に
、
過
度
の
保
守
性
を
排
除
し
、
今
夏
の
気
候
や
水
量
等
の
傾
向
か
ら
再
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
つ
い
て
は
、

現
在
示
さ
れ
て
い
る
供
給
力
見
通
し
の
根
拠
、
夏
期
出
力
の
実
績
値
及
び
再
計
算
し
た
供
給
力
を
可
能
な
限
り
設
備
毎
に
細

分
化
し
て
示
さ
れ
た
い
。

九

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
大
規
模
水
力
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
需
給
両
面
に
お
い
て
そ
の
寄
与
が
説
明

さ
れ
て
い
な
い
。
つ
い
て
は
、
以
下
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五



（
一
）

各
電
力
会
社
の
供
給
力
に
算
入
さ
れ
て
い
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
（
他
社
受
電
分
を
含
む
）
及
び
そ

れ
ら
の
供
給
力

（
二
）

特
定
規
模
電
気
事
業
者
等
を
通
じ
て
供
給
さ
れ
て
お
り
、
電
力
会
社
の
供
給
見
通
し
に
算
入
さ
れ
て
い
な
い
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
力
及
び
、
そ
の
内
、
今
夏
の
需
給
対
策
と
し
て
見
込
ま
れ
る
追
加
供
給
力

（
三
）

最
大
電
力
時
に
お
け
る
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
の
稼
働
容
量

（
四
）

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
及
び
家
庭
用
蓄
電
池
等
の
利
用
に
よ
る
最
大
電
力
抑
制
効
果
（
電
源
等
の
別
に
よ
り
示

す
こ
と
）

右
質
問
す
る
。

六


